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〈特別寄稿〉

「野鳥賛歌」と野鳥写真撮影雑感

日本野鳥の会山口県支部幹事 山 本 健次郎

今年1月、気が付くと私は70歳になっ

ていました。 f人生古来希也の’百希J
にです。長寿社会の今日では、全く希れで

も珍らしくもなくなりました。しかし、私

にとってはひとつの大きな節目であります。

何かしなければと思っていた時、知り合い

の印刷会社社長から奨められ、野鳥写真の

ポストカード・シリーズを刊行することに

なりました。

6月25日に出来上がったシリーズ（近

作から選んだ15枚）に、 f野鳥賛歌Jと
名付けました。

パートIは、島田川の鳥の中から5枚。
パートEは、自宅付近で撮った鳥を5枚。
パートEは、県下または県外で出会った

鳥たちで5枚という構成です。

幸い大方の皆さんのご好評を搬き、私も

嬉しく思っているところです。

私と野鳥との出会いは、昭和39年から

で、かれこれ35年になります。最初の頃

は、ただ見る（観察する）だけで精一杯で

したが、次第に記録写真を撮るようになリ

ました。白黒写真で少々ポケていても、ア

ルパムに貼っては自己満足していました。

やがて、白黒がカラーになり、バズーカ砲

なみの大きい望遠レンズ付力メラを担ぎ、

野山を歩くようになりましたが、苦労の割

には、これはという作品は出来ていません。

定年退職後数年経ったある時、野鳥写真

家叶内拓哉氏の著書 f野鳥撮影マニュア

lレjと写真集 ［鳥華抄jに出会いました。

そして眼から鱗が落ちたのです。

それまでの私は、とにかく野鳥に接近し、

少しでも野鳥自体を大写しすることだけし

か考えていませんでした。

針内氏によって、自然界に生き生きと暮

らす野鳥の生態を、局囲の環境とともに切

り取ることの価値を教わりました。

早速私は大型レンズを手離し、中型レン

ズ 4百m1m に切り替えました。使って

みると、このレンズは使い勝手が良く、な

かなかの慣れ物であることが判りました。

何よリも嬉しいのは、衰えかけた私の腕力

でも、十分手持ち撮影が出来ることです。

野山を歩いていて、いきなり鳥と出会う

ことが多いのですが、大型レンズ力メラで

は撮影準需に手間取り、愚図愚図している

うちによく逃げられます。その点4百m.m

νンス．カメラなら、素速く肩から外し速写

することが出来ます。野鳥の大きさは今ひ

とつですが、周囲の環境が適当に入り、生

き生きとしたよく判る写真が写せます。

現在の私は、完全な自白人として、野鳥

との出会いを楽しんでいます。外出の際は、

なるべく望遠カメラを持参することにして

います。不思議なことに、力メラを持たな

い時に限って、これは！という光景に出会

うことが多いのです。

10月11日（日）に、 野鳥の会会員を光市牛

島に案内しました。国の実然記念物 fカラ

スパ卜jを訪ねるためです。

家を出る時、望遠力メラを持参しようか
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どうかと迷いました。しかし、これまでの

経験から、わざと持参しないことにしまし

た。カラスパトとの素敵な出会いを予感し

たからです。

そして、その予感は見事に的中しました。
o:._ t・ 

平茂海岸に到着した我々の眼前に、 1羽の

力ラスパトが飛来しました。 至近距離の潅

木に止まり、数分間もホース．を取ってくれ

ちちJヨ
カルガモ夫婦のやすらぎ
一ここなら安心、ゆっくりお休み一

1998 

ました。菖から胸にかけての深謀色の体毛

が、鮮明に輝いていました。皆さんが只々

fウアー崎麗リと見惚れている問、 「あ

あ、力メラを持って来るんだった……jと

いう後悔の念と、 「いやいや、皆さんにじ

っくり見て貰うことが出来て、これでよか

ったんだ・・・・・・Jという満足感とで、複雑な

心境の私であったのです。

（日本野鳥の会山口県支部幹事）

（島田川）

ユリカモメ
-Let’s kissー

ミカンを食べて、丸々肥えたメジロ
ーミカンさん、ありがとうー

ダイサギの飛び立ち
一純白の影を映してゆったりとー

（島田川）

コサギの採餌
一万葉のご先祖様もここでこうして一

岩国市尾津海岸
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協議会報告

郡市医産業保健担当理事協議会の報告

去る九月十日に標記の会が開催されまし

た。

1 地域産業保健センター事業の推進につ

いて

本年7月16日、日本医師会館に於いて

開催された産業医活動推進全国会議の報告

の中で、産業医の選任義務のない小規模事

業所の労働者に対する産業保健サービスを

充実させる目的で、地域産業保健センター

を平成5年度から設置することを開始し、

軍成9年度までに全国347力所への設置を

完了した。これで量的整備は完了したの

で、今後は質的整備が図られることにな

る。特に小規模事業所のメンタルヘルス面

での多くの問題を抱えている郡南部のセン

ターの機能強化を図っていく。 今後はセン

タ一機能の充実と、平成10年度は24力所

を拡充センターとして下記の事業を推進し

ていく。

( 1）夜間、休日の健康相談窓口を週1回

(2）メンタルヘルス相談窓口を月2回

l3）個別訪問産業保健指導を月9回

( 4 ~地域産業保健問題協議会の設置

2.一般健康診断項目の見直しについて

平成8年1月の中基審建議において、労

働衛生管理体制等の充実強化とともに、現

行の一般健康診断項目が、脳、心臓疾患等

の早期発見とその後の健康管理という観点、

からは必ずしも十分とは言えないことか

担当理事 光武達夫

ら、 一定項目の追加と、医師の判断による

項目の弾力化の検討がなされ、最新の医学

的知見等を踏まえて見直しが行われた （平

成10年6月24日施行）。その改正の内容は、

( 1）健康診断項目の追加

雇入時の健康診断、定期健康診断に次の

項目が追加された。.J,HDしコレステロー

jレの量の検査、 ~ 2 1血糖検査、なお、これら

の追加項目については、定期健康診断及び

特定業務従事者の健康診断においては、従

来の貧血検査、肝機能検査及び血申脂質検

査と同様に省略できることとする。また、

尿甲の糖の検査について、労働大臣が定め

る基準に基づき医師が必要でないと認める

ときは省略できることとする。

(2｝健康診断検査方法の弾力化

定期健康診断及び特定業務従事者の健康

診断における聴力検査について、 45才未

満の者（35歳、 40携の者は除く）につい

ては、医師が適当と認める聴力の検査を

もって代えることができることとなり、検

査方法の弾力化がなされた。

3.産業医活動の推進について

(1産業医の専門性の確保

平成10年10月1白から、平成8年産改

正された、労働安全衛生法が本格施行とな

り、産業医の資格要件を満たす者でないと

産業医にはなれない。経過措置として、産

業医として労働者の健康管理を行った経験



光市産 師 会報

が3年以上ある者、ただし、これは現在の

事業所の産業医を引続いて行うためであっ

て、他の事業場の産業医として活動するに

は要件を満たすことが必要となる。

(2）都道府県産業保健推進センターについて

推進センターの設置については計画的に

整備しており、今年で全国29力所設置さ

れた。 1年に4～5力所整備すると5年後

くらいには完了する予定である。山口県産

師会も早期設置について要望書を提出して

いる。

9月度定例理事会

日時平成10年9月9日制午後7時30分～

場所医師会事務局

出席近藤会長、前田副会長、吉村、譲原

梅田、総村、河村

議題

1 .新規開業申込について

1998 

｜周南地区健康保健組合との懇談会 ｜

日時平成10年9月10日制16時～

場所東洋鋼板健保会館

参加者近藤会長、吉村、藤原、河村

徳山・下松・光犀・歯科医師会及び？健

保組合より41名が参加し、懇談会及び懇

親会が和やかに行なわれた。

心電図研究会 （第123回）

日時平成10年9月11日午後7時30分～

場所光商工会館2F

参加者 12名

症例1 82才男胸部大動脈窟

症例2 75才男君事。症？ WPW症候孝、

症例3 75才女心不全左房粘液腫、

会員動向

2.県医学会組織委員会の編成について 入会
準備委員会を。 梅田病院

3 親睦旅行について（10月25日） 三好和生先生
( 4 三市役員会について

9月度月例会

日時平成10年9月22日ω午後7時30分～
場所光商工会館 2 F) 

演題特別研修会

f平成9年度の医事紛争事例についてJ

講師前田昇一 先生
退会

梅田病院

戸田千先生
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11111あとカずき 11111

先日、野鳥賛歌という写真集をいただきました。へージを開いてみ

ると、様々な種類の野鳥が生活のロでの色々なホースをとっていると

ころが、きれいに撮られていました。我々の周囲にもまだ、こんなに

たくさんの種類の野鳥がくらしていたのかと自然の雄大さ、やさしさ

に触れた想いがしました。特別にお願いして寄稿していただきました

が、撮影者は最近では牛島のカラスパ卜を世に紹介されたその世界で

は名の知られた人（のよう）です。医師会報の表紙を野鳥がかざる事

は忍耐と努力を必要とするのでないでしょうが、この写真集の中から

いくつか、を寄稿と共に紹介させていただきました。 （河村）
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